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FC千代田と

東京武蔵野ユナイテッドFCが連携！

　千代田区に密着した活動を続ける都市
型のフットボールクラブであるFC千代田
と東京都をホームタウンとして日本フッ
トボールリーグ（JFL）に所属し、Jリーグを
目指す東京武蔵野ユナイテッドFCが連携
協定を締結しました。2018年には一般社
団法人千代田区サッカー協会も連携協定
を締結しており、千代田区など都心部の
サッカー環境が大きく発展することを期
待しています。千代田の子ども達からプ
ロサッカー選手や日本代表選手が誕生す
ることを今から楽しみにしています。

FC.CHIYODA: info@fcchiyoda.com「千代田区も意外と危険！です」
の反響
　前号vol.26（2022年4月）の「千代田区
も意外と危険です！」にて千代田区にお
ける災害の歴史をご紹介したところ、多
くの反響を頂きました。歴史的に見ると
直下型と海溝型の地震、台風や前線を
伴った大水害に繰り返し襲われてきた
事を知らなかった、古事記や日本書記の
話に興味を持った等のご意見を頂きま
した。過去に大きな災害があった地域で
は、同様の災害が発生すると言われてい
ますので、都市機能の更新は大変重要
です。また、最近の千代田区では、自然
災害や感染症だけではなく、停電や不審
者情報も頻発しています。安心・安全と
言われてきた千代田区ではありますが、
油断は禁物です。

ウォーカブル
まちづくりデザインとは？
　令和2年、国は「安全なまちづくり」及び
「魅力的なまちづくり」の推進を柱とす
る都市再生特別措置法を改正し、都市再
生の指針を掲げました。私は令和３年第1
回区議会定例会にて、自民党会派を代表
した質問のなかで、地区計画の改定とと
もに、国土交通省が募集している、居心
地がよく歩きたくなるまちなかの形成を
目指す「ウォーカブル推進都市」へのエン
トリーを提案致しました。
　その際、樋口区長からは、「人優先のみ
ちづくり、まちづくりを官民一体で進める
ため、千代田区もウォーカブル推進都市
にエントリーする様手続を進めて参りま
す。」とご答弁を頂きました。そして、千代
田区ならではのウォーカブルなまちづく
りを推進するために、令和3年5月に国土

区議会ウォッチ（保健福祉委員会）
　区議会で取り扱う事項は広域にわたり
ます。専門的に調査、審査したほうが効率
的かつ合理的であるため、各委員会が設
置されています。千代田区議会の常設の
委員会のなかで、保健、医療、社会福祉分
野についての担当委員会が「保健福祉委
員会」です。第3回定例議会では、神田錦
町三丁目施設の整備事業や8050問題(ひ
きこもり対策)の取り組みなどについて、
調査・審議されました。
　委員会の主催者である委員長は、２期
目の池田友規議員が務めています。新型
コロナウイルス感染症対策以外にも、認
知症関連事業への取り組みや、区内の認
知症患者ゼロを目指した活動に、積極的
に取り組んで行きたいと抱負を語られて
いました。

世界の街歩き

ヘルシンキ（フィンランド共和国）
人口　63万人
面積　158k㎡

　私がヘルシンキを訪れたのは2015年、
当時日本から一番近い欧州と言われてい
ました。フィンランドの首都であるヘルシ
ンキは、同国最大の都市であり、政治や教
育、金融、文化など様 な々分野の中心都市
です。フィンランド湾に面しており、同湾に

面しているはエストニアの首都タリンやロ
シアの旧都サンクトペテルブルクとは、歴
史的に密接な関係にありました。東京23
区の約1/3ほどのコンパクトな都市ヘルシ
ンキは、歩いて回るのが楽しいウォーカブ
ルで美しい街です。

　フィンランドと言えば、サウナ、ムーミ
ン、サンタクロース、オーロラ、34歳で首
相になった女性のマリン首相、北欧デザ
インなどをイメージすると思います。近年
は環境先進国、IT先進国、教育先進国、働

き方先進国等、様々な分野で進んだ国と
言われています。なかでも注目すべきは
MaaS(マース)「Mobility as a Service」で
す。各種交通インフラとAIなどの情報技術
とを組み合わせてパッケージ化し、さまざ
まな交通の課題を解決しよう言うフィンラ
ンドで生まれた概念で、現在世界中で取
り組みが始まっています。
　親日国でもあるフィンランド、そしてヘル
シンキをまた訪問出来たら、次はサウナに
入り「フィンランド流豊かな人生」とは何か
を考えてみたいと思います。

交通省のウォーカブル推進都市へエント
リーされ、今年６月には「千代田区ウォー
カブルまちづくりデザイン」が策定され
ました。
　ウォーカブルなまちとはひと言でいえ
ば「居心地が良く、歩きたくなるまち」の
ことです。地域資源を効果的に活用し、
その地域に適した人々が滞留しやすい空
間や回遊しやすい空間を創出するととも
に、その空間を活用した活動を展開して
いくことで、地域の魅力向上や多様なコ
ミュニティの活性化が期待されます。そ
して、環境問題、災害リスク、子どもの遊
び場不足、交通事故、賑わいの低下等、地
域が抱える課題の解決にも対応していき
ます。
　近隣での具体例としては、公開空地と
道路空間を一体的に活用した「丸の内仲
通り」や石畳風デザインのコミュニティ
道路とした「北十間川北側道路」、フェス
の期間中交通規制を行い、テーブルや 

いす、芝生、テント、バスケットゴールなど
を設置した「渋谷中央街」、複数公園の再
整備を核とし、エリアマネジメントにも注
力する「池袋駅周辺」など、国内には30以
上の事例があります。

ウォーカブルなまちづくりを
実現するには
　千代田区はウォーカブルなまちを実現
するために必要な多くの要素を持ってい
ます。皇居を中心としたコンパクトなまち
であり、神田祭や山王祭など、江戸古来
の伝統や文化が継承されています。中で
も最も大きな要素は、豊かな道路空間で
す。千代田区の道路率は約24%であり、
東京都平均の約8%、23区平均の約16%
と比較しても、大きく上回っています。
　道路率が高い事には大きなメリットが
あります。道路の整備が進んでいる事に
よる、生活利便性や防災力の向上、経済
的効果などが挙げられます。ウォーカブ
ルなまちを実現する為には、この豊かな
道路空間を車中心の道路から人が中心
の歩きやすい道路空間へ変更したり、沿
道建物の飲食スペースとして活用した
り、子どもの遊び場として利用するなど、
アイデアは尽きません。昨今話題となっ
ている「神田警察通りの沿道整備」は、自
動車道と駐車帯を減らし、自転車専用道
と歩道を広げ、周辺の賑わいを繋げると
言う、まさにウォーカブルなまちを目指し
た事業と言えます。

　近い将来千代田区が「居心地が良く、
歩きたくなるまち」「多様な人々が集い、
出会えるまち」「身近で遊び、スポーツが
出来るまち」を実現するには、区民、民間
企業、行政の連携が大変重要となります。
2022年は11月1日、2日、4日、6日と区内4
カ所にてタウンミーティングを開催予定
です。皆さんと一緒に、身近なウォーカブ
ルなまちについて考えて行きたいと思っ
ていますので、ぜひ遊びに来て下さい！

①「千代田のまちづくり」に全力で取り組みます。
② 皆様からの「ご相談」に迅速にご対応します。
③ 活動レポート「FORWARD」を定期的に発行します。
④「タウンミーティング」を定期的に開催します。
⑤ 国､東京都､千代田区をしっかりと「繋いで」参ります。

内田直之 5つのお約束

池田友規委員長

内田直之が、「考えたこと」「感じたこと」「学んだこと」「行動したこと」を皆様にお伝えする紙上ブログです
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ボランティア・学生インターンを募集しています！メールやお電話で、お気軽にお問い合わせ下さい。
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内
田
直
之（
以
下
、内
田
）：「
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」で
は
ご
講
演
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
渋
沢
栄
一と
東
京
の
都
市
計
画
」で
お
話
さ
れ
た「
公
共・

公
益
の
精
神
」や「
東
京
の
都
市
構
造
論
」、そ
し
て「
道
路

率
か
ら
み
る
千
代
田
区
の
可
能
性
」は
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。ま
た
、神
田
警
察
通
り
沿
道
整
備
に
関
す
る
私
の

質
問
に
対
し
、分
か
り
や
す
い
ご
回
答
に
は
、多
く
の
皆
様

か
ら
大
絶
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回
は「
明
治
神
宮
外

苑
再
開
発
」に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
山 

佾
先
生（
以
下
、青
山
先
生
）： 

明
治
神
宮
の
創
建

が
構
想
さ
れ
た
際
、「
内
苑
」が
明
治
神
宮
の
社
殿
が
あ
る

森
、｢

外
苑｣

が
緑
に
囲
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。ど
ち
ら
も
明
治
神
宮

と
い
う
神
社
の
所
有
で
す
。憲
法
の
政
教
分
離
原
則
に
よ

り
老
朽
化
し
た
神
宮
球
場
等
は
公
費
の
補
助
に
よ
っ
て
建

て
替
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
東
京
五
輪
開
催

決
定
後
、都
が
示
し
た
神
宮
外
苑
を
対
象
と
す
る
ス
ポ
ー

ツ・ク
ラ
ス
タ
ー
構
想
を
受
け
、明
治
神
宮
と
周
辺
の
土
地

所
有
者
等
が
共
同
し
て
都
市
計
画
を
提
案
し
、都・区
の
担

当
者
ら
と
長
い
協
議
を
経
て
都
市
計
画
決
定
し
た
の
が
今

回
の
計
画
と
な
り
ま
す
。

内
田
：
神
宮
の
森（
内
苑
）と
外
苑
の
緑
は
ど
ち
ら
も
明
治

神
宮
が
所
有
し
て
い
る
の
で
す
ね
。内
苑
と
外
苑
の
歴
史

的
な
成
り
立
ち
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
違
う
役
割
を
担
っ
て
き
た

の
で
す
か
？

青
山
先
生
：
明
治
神
宮
の
森
は
大
き
な
森
で
す
が
、元
々

の
樹
林
は
全
体
の
１
／
５
程
度
で
あ
り
、全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
献
木
に
よ
り
数
十
年
で
立
派
な
神
社
の
森
と
な
り

ま
し
た
。一方
、神
宮
外
苑
は
、ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
と
す
る
た
め
、幾
つ
か
の
川
や
谷
を
埋
め
立
て
平

地
と
し
た
も
の
で
す
。ど
ち
ら
も
明
治
神
宮
の
も
の
で
す
が
、

性
格
が
大
き
く
違
い
ま
す
。明
治
神
宮
の
緑
は
神
社
の
緑

で
す
が
、外
苑
の
緑
は
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

の
緑
な
の
で
す
。

内
田
：
樹
木
伐
採
の
部
分
に
懸
念
の
声
が
上
が
っ
て
い
る

そ
う
で
す
ね
。改
め
て
お
聞
き
し
ま
す
が
、ル
ー
ル
と
し
て

の
意
思
決
定
に
つ
い
て
、部
分
最
適
と
全
体
最
適
と
い
う

考
え
方
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

青
山
先
生
：一般
的
に
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
と
し
て
は
、少

数
意
見
は
尊
重
さ
れ
ま
す
が
、最
終
的
な
結
論
は
多
数
決

に
従
う
事
に
な
り
ま
す
。だ
か
ら
部
分
最
適
と
全
体
最
適

と
い
う
考
え
方
は
民
主
主
義
社
会
に
と
っ
て
大
切
な
ル
ー

ル
と
な
り
ま
す
。勿
論
こ
れ
ら
は
相
対
的
な
問
題
で
あ
り
、

部
分
最
適
の
方
に
社
会
の
価
値
観
が
一致
す
る
事
も
あ
る

の
で
一概
に
は
言
え
ま
せ
ん
。木
を
伐
採
す
べ
き
で
な
い
と

言
う
主
張
が
部
分
最
適
と
す
れ
ば
、公
費
を
投
入
し
な
い

で
築
約
百
年
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
対
応
出
来
て
い
な
い

野
球
場
等
を
、外
苑
全
体
の
緑
化
レ
ベ
ル
を
強
化
し
な
が

ら
現
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
つ
く
り
変
え
る
今
回
の
計
画
が

全
体
最
適
と
言
え
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
と
防
災
を
強
み
と
し
た
計
画

内
田
：
神
宮
球
場
や
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
に
は
、明
治
大

学
の
応
援
で
良
く
行
き
ま
す
が
、老
朽
化
が
著
し
い
で
す
。

少
し
で
も
早
く
整
備
し
て
欲
し
い
の
で
す
が
。

青
山
先
生
：
ポ
イ
ン
ト
は
、ま
ず
神
宮
第
二
球
場
を
取
り
壊

し
、そ
の
後
に
全
天
候
型
ラ
グ
ビ
ー
場
を
つ
く
っ
て
か
ら
秩

父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
を
解
体
し
野
球
場
を
つ
く
る
事
で
、利
用

で
き
な
い
期
間
を
短
縮
し
た
事
で
す
。そ
し
て
民
間
の
ビ
ル

開
発
を
取
り
込
ん
だ
事
に
よ
り
、明
治
神
宮
が
所
有
す
る
神

宮
球
場
や
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
の
建
て
替
え
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。神
宮
外
苑
地
区
公
園
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
は
、ス

ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
実
現
さ
れ
た
誰
も

が
気
軽
に
訪
れ
て
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
公
園
の
再
編
と
、

災
害
時
の
帰
宅
困
難
者
収
容
や
防
災
へ
リ
発
着
を
含
む
広
域

避
難
場
所
と
し
て
防
災
性
を
高
め
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
田
：
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
と
高
度
防
災
都

市
を
提
言
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
は
、是
非
、実
現
し
て
欲

し
い
再
開
発
計
画
で
す
。最
後
に
、こ
の
計
画
に
対
し
青
山

先
生
は
ど
の
様
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
？ 

青
山
先
生
：
私
も
樹
木
を
で
き
る
だ
け
伐
採
す
る
べ
き
で

な
い
と
い
う
意
見
に
同
感
し
ま
す
が
、今
回
の
計
画
は
全
体

と
し
て
政
教
分
離
の
た
め
に
公
費
を
投
入
せ
ず
運
動
公
園

の
基
本
を
守
り
な
が
ら
多
く
の
難
点
の
解
消
を
は
か
っ
た

計
画
と
評
価
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

明
治
神
宮
外
苑
再
開
発
計
画
の
背
景
や
、部
分
最
適･

全
体

最
適
の
考
え
方
は
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。ご
多
忙
に
も

拘
わ
ら
ず
快
く
お
時
間
を
取
っ
て
頂
き
ま
し
た
青
山
佾
先

生
に
は
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

青山 佾
明治大学大学院名誉教授 

×
内田直之

まちづくりに関わる著名な方々と、内田直
之との対談を連載でご紹介します。第３回
目のゲストは、恩師でもある明治大学の
青山佾名誉教授にご登場いただきます。

対
談
企
画
シ
リ
ー
ズ
３

明治神宮外苑の再開発事業から学ぶべき事とは？

民主主義のルールと部分最適と
全体最適という考え方が大切です。

「霧島神宮」
主祭神は瓊瓊杵尊（ににぎのみこ
と）。天照大神よりご神勅を戴き三
種の神器と稲穂を持ち天降った
天孫降臨の地が、ここ日向の高
千穂峰と伝えらえています。本殿、
幣殿、拝殿が国宝に、登廊下、勅
使殿、門守神社、神饌所は重要文
化財に指定されています。

「鵜戸神宮」
荒波が打ち寄せる日向灘に面し
た断崖の岩窟内に、権現造りの
本殿が鎮座しています。崖に沿っ
て真っ赤な欄干を頼りに石段を
下り参拝します。神社としては大
変珍しい「下り宮」です。付近の
海岸は、波の浸食で造られた海
食洞や波食棚が多くあり名勝に指定されています。主祭神は鸕鶿草葺
不合尊（うがやふきあえずのみこと）。母は豊玉毘売（とよたまびめ）、父は山幸彦
として知られる火遠理命（ほおりのみこと）と伝えられています。日本神話の
神 が々今と繋がっていると思える、一度は訪れて欲しい神社です。

「鹿児島神宮」
主祭神は火遠理命（ほおりのみこと）
と豊玉毘売（とよたまびめ）。大隅国
一宮であり、南九州最大の神社と
して栄え続けてきました。本殿、拝
殿、勅使殿、摂社四所神社本殿は
重要文化財に指定されています。
本殿には240枚にも及ぶ沢山の草
花が描かれた天井絵は必見です。

全国神宮24社めぐり
全国には８万を超える神社がありますが、その中でも格式の高いお社に
与えられるのが「神宮」です。全国に24社あり、皇室の祖神をお祀りして
いるのが6社、歴代天皇をお祀りしているのが12社、皇室に所縁の深い
祭神をお祀りしているのが6社あります。最近参拝できた全国の「神宮」
をご紹介したいと思います。

内田直之（うちだ なおゆき）
1964年、熊本市生まれ B型。
国立有明高専建築学科を卒業後、トステ
ム株式会社（現LIXIL）に入社。事業企画
室長や商品企画室長、多くの開発プロ
ジェクト責任者に就任。2011年より千代
田区議会議員を3期10年勤め、議会運営
委員長や予算特別委員長、会派では幹事
長、政調会長を歴任。2021年東京都議会
議員選挙に立候補するも次点にて惜敗。
一級建築士。

活動フォトギャラリー活動フォトギャラリー
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●学歴
国立有明高専建築学科 卒業
明治大学公共政策大学院 修了

●職歴
トステム株式会社（現LIXIL）25年間勤務 
U&D・パートナーズ一級建築士事務所 代表

●所属団体
一般社団法人 千代田区サッカー協会 会長    
千代田区ラグビーフットボール協会 副会長
千代田区軟式野球連盟 顧問 
千代田区相撲連盟 顧問
千代田区ゲートボール協会 顧問
明治大学 校友会千代田区地域支部 副支部長
社会保険労務士会 千代田統括支部 顧問 
公益財団法人 京葉鈴木記念財団 顧問
自民党東京都支部連合会 都政対策副委員長 
一般社団法人 東京建築士会

内田直之 まちづくりシンポジウム
まちづくりシンポジウムを開催しました。
沢山の皆様にご来場頂き、本当にあり
がとうございました。

ふれあい親善ゲートボール大会
コロナウイルス感染症に加え熱中症も
心配でしたが、万全の対策で無事に大
会が開催できました。

建築家の隈研吾先生
世界で活躍されている建築家。随分前
ですが、隈研吾建築都市設計事務所と
お仕事をさせて頂きました。

ワールドビールカップ
日比谷公園で開催された「ワールド
ビールカップin千代田」のオープニング
セレモニーに参加しました。

浅田敏彦荒尾市長
荒尾市が推進するスマートシティ構想
についてご説明を受けました。浅田市
長は国立有明高専の先輩です。

青山 佾 明治大学大学院名誉教授
1943年10月生まれ、中央大学法学部卒業。
東京都に入庁し36年間勤務、高齢福祉部長、
計画部長、政策報道室理事を経て、平成11年
より石原慎太郎知事の元で東京都副知事。平
成16年より明治大学公共政策大学院教授に
就任。「東京都知事列伝」「都市のガバナンス」
など著書多数。
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